老人居宅生活支援事業開始届記入要領
１　複数の種類の事業を開始する場合には，それぞれの種類ごとに作成すること。介護予防を併せて行う場合は，届出は１通でよい。

　　該当欄に記入しきれない場合は，別添えとすること。
　　事業開始日までに届出を行うこと。

２　「事業の用に供する施設」欄には，各事業により以下の事項について記載すること。

　■ 老人居宅介護等事業　　　　　　　　　名称，所在地
　■ 老人デイサービス事業　　　　　　　　名称，種類，所在地

　■ 老人短期入所事業　　　　　　　　　　名称，種類，所在地，定員

■ 小規模多機能型居宅介護事業　　　　　名称，所在地，定員

　■ 認知症対応型老人共同生活援助事業　　名称，所在地，定員

　■ 複合型サービス福祉事業　　　　　　　名称，所在地，定員
３　「職員の定数及び職務の内容」欄には，職員の職種及び職務の内容並びにその種類

　毎に定数を記載すること。
４　「主な職員の氏名」欄には，以下の職員について記載すること。
　■ 老人居宅介護等事業　　　　　　　　　管理者・サービス提供責任者
　　（定期巡回・随時対応型訪問介護看護及び夜間対応型訪問介護にあっては管理者・オペレーションセンター従事者）

　■ 老人デイサービス事業　　　　　　　　管理者・生活相談員
　■ 老人短期入所事業　　　　　　　　　　管理者・生活相談員

　■ 認知症対応型老人共同生活援助事業　　管理者・計画作成担当者（介護支援専門員）
　■ 小規模多機能型居宅介護事業　　　　　管理者・介護支援専門員（計画作成責任者）
　■ 複合型サービス福祉事業　　　　　　　管理者・介護支援専門員（計画作成責任者）

５　「事業を行おうとする区域」欄には，京都市内の区域を記入すること。（○○通以
　南，○○通以東等については，かっこ書きすること）
